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六
月
議
会
報
告

おぜき栄子・鳥井やすこの議案賛否
会期は、６月４日から６月２８日でした。

主な議案

①介護保険条例の改正

②国民健康保険条例の改正

③松田川ダムふれあい広場条例の改正

④市有財産の無償譲渡について

日本共産党市議団は下記の３つの議案

に下記の理由で反対しました。

（討論の要旨は、下記の通り）

議
案
第
46
号
・
一
般
会
計
補
正

予
算
は
、
春
日
市
営
住
宅
跡
地
の

売
り
払
い
代
収
入
５
８
２
０
万
円

（
評
価
額
の
48
％
）
を
見
込
み
、
春

日
市
営
住
宅
跡
地
住
宅
団
地
開

発
整
備
事
業
（
周
辺
道
路
整
備
）

を
債
務
負
担
行
為
と
し
て
、
令
和

４
年
度
～
５
年
度
に
か
け
て
、
1

億
６
０
０
万
円
余
を
計
上
す
る
も

の
で
す
。
こ
れ
は
、
水
道
管
な
ど
の

埋
設
物
の
あ
る
春
日
団
地
跡
地

を
公
募
に
よ
り
売
却
し
、
公
募
資

格
の
あ
る
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
ま
た
は
、

不
動
産
業
者
が
戸
建
て
住
宅
を

造
成
し
、
売
却
す
る
。
足
利
市
は
、

そ
の
住
宅
団
地
周
辺
の
道
路
を
整

備
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

土
地
を
売
却
す
る
に
あ
た
り
、

初
め
か
ら
市
の
負
担
が
多
い
開
発

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
現
在
は
民
間
主
導
で
住
宅

地
の
整
備
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
や
る
べ
き
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

苦
し
む
市
民
や
市
内
業
者
への
市

独
自
の
直
接
支
援
を
急
い
で
進
め

る
こ
と
で
す
。

議
案
第
55
号
、
運
動
場
条
例
の
改
正

は
、
足
利
市
総
合
運
動
場
軟
式
野
球

場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
全
面
改
修
、
ダ
ッ
グ

ア
ウ
ト
改
修
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
改
修
、
防

球
フ
ェ
ン
ス
改
修
な
ど
の
工
事
が
完
了

し
、
大
規
模
改
修
の
一
部
を
受
益
者

負
担
の
観
点
か
ら
、
軟
式
野
球
場
の
使

用
料
を
１
時
間
３
３
０
円
（
一
面
あ
た

り
）を
４
９
５
円
に
引
き
上
げ
る
も
の
で

す
。誰

も
が
気
軽
に
使
え
る
ス
ポ
ー
ツ
施

設
を
目
指
し
、
利
用
料
金
の
適
正
化
、

利
用
者
、
ク
ラ
ブ
、
団
体
が
利
用
し
や

す
い
条
件
整
備
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
軟
式
野
球
場
の
利
用
団
体

は
、
減
少
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
今
、
軟

式
野
球
場
の
使
用
料
の
引
き
上
げ
で

は
な
く
、
個
人
・
団
体
の
利
用
者
を
増

や
す
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 使

用
料
の
引
き
上
げ
よ
り
、

利
用
者
、
団
体
の
利
用
増
を
！

議
案
第
53
号

松
田
川
ダ
ム

ふ
れ
あ
い
広
場
条
例
の
改
正
は

管
理
に
直
接
あ
た
っ
て
き
た
方

々
へ
の
配
慮
が
な
い
こ
と
。
こ
れ

ま
で
、
こ
の
松
田
川
ダ
ム
ふ
れ

あ
い
広
場
の
管
理
は
、
地
域
の

方
達
で
構
成
さ
れ
た
団
体
が

担
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
方
達
の
今
後
の
関
わ
り
が

有
る
の
か
ど
う
か
、
関
わ
っ
て
い

た
だ
け
る
と
し
た
場
合
の
具
体

的
な
関
わ
り
方
に
言
及
が
あ
り

ま
せ
ん
。

松
田
川
ダ
ム
ふ
れ
あ
い
広
場

の
中
で
も
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

に
つ
い
て
は
、
足
利
市
の
み
で
な

く
、
近
隣
他
市
か
ら
の
利
用
者

も
大
変
多
い
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
条
例
を
改
訂
す
る
に
当
た

っ
て
は
利
用
料
に
つ
い
て
市
内
と

市
外
と
い
う
単
純
な
分
け
方
を

し
て
い
ま
し
た
が
県
内
外
・

両
毛
圏
等
に
つ
い
て
の
配
慮

に
つ
い
て
も
条
例
で
考
え
方

を
示
す
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

松
田
川
ダ
ム
ふ
れ
あ
い
広

場
は
、
足
利
市
内
に
あ
り
な

が
ら
、
日
常
生
活
か
ら
離
れ

た
大
き
な
自
然
と
触
れ
合

う
こ
と
が
で
き
る
公
共
施
設

で
す
。
公
共
施
設
の
役
割
は

営
利
目
的
で
は
な
い
、
徴
収

し
た
税
を
市
民
の
公
共
の
福

祉
に
適
切
に
使
っ
て
い
く
こ

と
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て

も
、
今
回
の
条
例
改
正
は
検

討
が
不
足
し
て
い
る
と
指
摘

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
利
用

者
、
管
理
を
担
当
す
る
方

達
、
双
方
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

の
あ
る
条
例
改
正
を
求
め

ま
す
。

議案 内　　容 おぜき 鳥井

第44号 令和３年度一般会計補正予算（第１号） 〇 〇

第45号 監査委員の選任 〇 〇

第46号 令和３年度一般会計補正予算（第２号） × ×

第47号 職員の服務の宣誓に関する条例の改正 〇 〇

第48号 固定資産評価審査委員会条例の改正 〇 〇

第49号 介護保険条例等の改正 〇 〇

第50号 国民健康保険条例等の改正 〇 〇

第51号
地区計画の区域内における建築物の制限に
関する条例の改正

〇 〇

第52号 まちづくり応援基金条例の制定 〇 〇

第53号 松田川ダムふれあい広場条例の改正 × ×

第54号 市有財産の無償譲渡について 〇 〇

第55号 足利市運動場条例の改正 × ×

市
負
担
の
多
い
開
発
よ
り
、

市
民
・
市
内
業
者
へ
直
接
支
援
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
！

「
松
田
川
ふ
れ
あ
い
広
場
」
は
、
利
用
者
・
管
理
者
の

双
方
の
立
場
で
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
条
例
改
正
を
！

足利市内唯一の姥川排水機場を視察

連絡先・日本共産党市議団

おぜき栄子 090-8004－0577
鳥井やすこ 090-1690－5106

コロナ禍の中で身近なお困りりごとなど
お気軽に声をおかけください。



①
選
挙
公
約
の
「高
校
生
ま
で
の

医
療
費
窓
口
無
料
化
」を
！

鳥
井
や
す
こ
の
一
般
質
問

１
．
防
災
対
策
の

今
後
の
方
針

お
ぜ
き
栄
子
の
一
般
質
問

①
西
宮
林
野
火
災

２
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

①
ワ
ク
チ
ン
接
種

鳥
井
：
6
月
中
に
予
定
さ
れ
て
い

た
市
立
中
学
校
の
修
学
旅
行
が
延

期
さ
れ
た
が
、
今
後
の
実
施
に
つ
い

て
統
一
的
な
判
断
基
準
を
設
け
る

考
え
は
あ
る
か
。

当
局
：
京
都
奈
良
方
面
に
実
施
を

し
て
い
た
修
学
旅
行
は
延
期
し
て
い

る
。
修
学
旅
行
や
宿
泊
を
伴
う
学

校
行
事
の
本
市
教
育
委
員
会
の
判

断
基
準
は
、
国
・
県
の
考
え
方
を
踏

ま
え
、
訪
問
先
の
感
染
状
況
・
予

防
対
策
・
学
校
の
感
染
防
止
策
、

保
護
者
の
考
え
、
参
加
す
る
児
童

生
徒
の
自
覚
等
の
観
点
か
ら
総
合

的
に
判
断
し
て
い
る
。
現
地
の
教
育

委
員
会
に
現
地
の
状
況
を
聞
く
、

宿
泊
先
の
感
染
防
止
体
制
を
確
認

す
る
、
等
の
取
り
組
み
も
行
な
っ
て

い
る
。
修
学
旅
行
は
、
生
徒
に
と
っ

て
貴
重
な
学
び
の
場
で
あ
る
。
し
か

し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
自
分
や
大

切
な
人
を
守
る
た
め
、
参
加
へ
の
不

安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も

も
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
子
ど
も

や
保
護
者
の
思
い
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、
学
校
を
支
援
し
て
い
く
。

,

1.
市
長
の
政
治
姿
勢

子
育
て
支
援
策

お
ぜ
き
：
市
長
選
挙
の
公
約
に

掲
げ
た
高
校
３
年
生
ま
で
の
医

療
費
窓
口
無
料
化
は
い
つ
か
ら

始
め
る
の
か
。

市
長
：
経
済
的
な
財
源
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、
財
源
確
保
と
バ

ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、
財
源
確

保
に
努
め
、
実
現
に
向
け
取
り

組
む
。

お
ぜ
き
：
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究

所
が
コ
ロ
ナ
禍
で
将
来
的
に
持
ち

た
い
子
ど
も
の
数
が
減
っ
た
と
い

う
人
に
尋
ね
た
。
理
由
は
、
子

育
て
へ
の
「
経
済
的
な
負
担
が
最

も
多
く
回
答
。
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
高
校
生
ま
で
の
医
療

費
窓
口
無
料
化
を
佐
野
市
も

来
年
度
か
ら
、
実
施
。
足
利
市

も
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
：
経
常
的
な
財
源
が
必

要
。
ふ
る
さ
と
納
税
等
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
、
財
源
の
確

保
を
図
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
取

り
組
む
。

2.

公
共
施
設
の
あ
り
方

市
民
の
財
産
を
有
効
に

活
用
す
る
た
め
に

お
ぜ
き
：
子
育
て
支
援
策
と

し
て
国
民
健
康
保
険
税
の
子

ど
も
の
均
等
割
を
な
く
す
た

め
に
は
、
ど
の
く
ら
い
必
要

（対
象
人
数
）か
。

当
局
：
１
８
歳
以
下
の
子
ど
も

は
２
７
０
０
人
で
全
額
免
除
し

た
場
合
、
６
４
０
０
万
円
余
が

必
要
。

お
ぜ
き
：
２
０
２
２
年
４
月
か

ら
、
就
学
前
ま
で
の
均
等
割

り
を
公
費
で
半
額
軽
減
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。
２
０
億

円
を
超
え
る
た
め
込
ん
だ
基

金
を
使
っ
て
、
子
ど
も
の
均
等

割
り
を
な
く
す
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

市
長
：
全
体
的
な
税
の
制
度

は
、
国
の
判
断
。
子
育
て
世
帯

へ
の
支
援
策
は
幼
児
教
育
、
保

育
の
段
階
支
援
、
放
課
後
児

童
保
育
等
の
拡
充
な
ど
が
あ

る
。
総
合
力
で
あ
ら
ゆ
る
政

策
を
総
動
員
し
な
が
ら
、
子

育
て
世
帯
の
支
援
を
取
り
組

む
。

お
ぜ
き
：・
公
共
施
設
は
、
直

営
で
管
理
運
営
す
べ
き
と
考

え
る
が
指
定
管
理
者
制
度
に

よ
る
管
理
運
営
と
な
っ
て
い
る

利
点
は
何
か
。

当
局
：
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
効
果

的
な
対
応
、
施
設
管
理
の
効

率
化
、
経
費
節
減
な
ど
多
く

の
利
点
が
あ
り
、
公
共
施
設

の
重
要
な
管
理
手
法
で
あ
る
。

鳥
井
：
西
宮
林
野
火
災
か
ら

3
ヶ
月
が
経
過
し
た
が
、
時
間

が
経
過
し
た
こ
と
で
明
確
に
な

っ
た
問
題
点
は
あ
る
か
。

当
局
：
た
だ
い
ま
関
係
し
た
部
署

か
ら
、
情
報
を
収
集
し
て
い
る
。
災

害
記
録
誌
を
作
成
し
、
の
ち
の
災

害
に
備
え
た
い
。

鳥
井
：
市
長
は
自
衛
隊
ヘリ
の
要

請
が
遅
か
っ
た
旨
を
市
長
選
挙

の
中
で
主
張
し
て
い
た
が
、
ど
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
う
べ
き
と
考
え
て

い
る
か
。

市
長
；
青
梅
市
の
山
林
火
災
で
は

確
知
か
ら
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
要

請
し
て
い
た
。
群
馬
県
桐
生
市
の

25
日
の
火
災
に
つ
い
て
も
、
確
知
か

ら
14
分
後
に
防
災
ヘリ
を
要
請
し

て
い
た
。
対
策
本
部
の
設
置
、
自
衛

隊
ヘリ
要
請
、
共
に
遅
か
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。

②
水
害
対
策

鳥
井
：
令
和
元
年
東
日
本
台
風

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
水
害
対
策

に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す
べ
き

タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
が
地
域
住

民
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
反
映

し
て
い
く
の
か
。

当
局
：
避
難
場
所
の
確
保
に
つ
い
て

の
意
見
を
多
く
受
け
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
民
間
施
設
の
活
用
や
自
治
会

館
等
を
活
用
し
て
、
独
自
の
自
主
防

災
会
の
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。
避

難
情
報
の
伝
達
に
つ
い
て
は
、
各
区

自
治
会
の
連
絡
網
作
成
、
情
報
伝

達
訓
練
の
実
施
を
行
っ
て
き
た
。

鳥
井
：
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
へ
の

移
動
手
段
と
し
て
75
歳
以
上
の

高
齢
者
世
帯
に
タ
ク
シ
ー
券
が

送
付
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
の

世
帯
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
な

対
応
が
と
ら
れ
て
い
る
か
。

当
局
：
自
宅
と
接
種
会
場
を
往
復

す
る
タ
ク
シ
ー
料
金
を
全
額
助
成
し

て
い
る
。
18
歳
未
満
の
自
動
車
免
許

を
持
た
な
い
家
族
の
み
同
居
し
て
い

る
世
帯
に
も
、
追
加
で
利
用
券
を
送

付
し
た
。
ま
た
、
近
隣
の
方
と
の
乗
り

合
い
乗
車
を
勧
め
た
り
、
個
人
接
種

で
の
対
応
を
進
め
て
い
る
。

鳥
井
：
本
市
や
安
足
地
域
の
陽

性
率
は
ど
の
よ
う
に
変
動
し
て

い
る
か
。

当
局
：
栃
木
県
の
陽
性
率
は
4
月

当
初
４
．
２
％
で
あ
っ
た
が
、
5
月

上
旬
に
は
４
．
０
％
、
5
月
下
旬
か

ら
6
月
に
か
け
て
は
３
．
４
％
に
減

少
し
て
い
る
。
し
か
し
県
版
ス
テ
ー

ジ
２
．
５
で
あ
り
、
今
後
も
警
戒
が

必
要
で
あ
る
。

鳥
井
：
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が
一
定

の
水
準
に
達
す
る
ま
で
の
間
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
徹
底
し
て
行
い
、
感
染

者
の
早
期
発
見
が
必
要
だ
が
、
今

後
対
策
し
て
い
く
予
定
は
あ
る
か

当
局
：
高
齢
者
施
設
に
は
新
規
入

所
者
への
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
て

い
る
。
通
所
系
施
設
従
事
者
に
は
、

抗
原
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

③
学
校
行
事

②
収
入
の
な
い
子
ど
も
の

国
保
税
の
均
等
割
廃
止
を

（３
４
２
０
０
円
／
人
）

①
利
用
料
金
の
引
き
上
げ
を

可
能
に
し
た
「公
募
」は
、

経
費
節
減
に
限
界
？

足利市の出生数
合計特殊出生率

②
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制

出生数
合計特殊
出生率

2014年 1023 1.46

2015年 949 1.35

2016年 996 1.47

2017年 905 1.38

2018年 815 1.28

2019年 830 1.39

2020年 704 1.22
＊合計特殊出生率
一人の女性が一生に産む子どもの人数

お
ぜ
き
：
指
定

管
理
者
を
Ｍ
Ｂ

Ｓ
財
団
が
非
公

募
で
担
っ
て
き

た
「
松
田
川
ふ

れ
あ
い
広
場
」
を

料
金
の
引
き
上

げ
も
可
能
な
設

定
で
、
公
募
に

切
り
替
え
た
こ

と
は
、
経
費
節

減
に
限
界
が
き

て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

当
局
：
公
募
に

よ
る
選
定
で
、

一
定
の
範
囲
内

で
柔
軟
に
利
用

料
を
設
定
で
き

る
形
に
し
た
い
。

低
料
金
か
ら
高

料
金
ま
で
幅
広

く
民
間
事
業
者

に
提
案
し
て
い

た
だ
く
。

利
用
料
金
の
変
更

雨の中、街頭から議会報告を行う

。


